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所 報 平成 22 年 6 月 22 日
第　1　号

東京都多摩教育事務所
東京都立川市錦町 6-3-1
Te l   0 4 2 - 5 2 4 - 7 1 3 7
Fax   0 4 2 - 5 2 8 - 0 9 8 5

健やかな心身の育成についての健やかな心身の育成についての
指導の充実に向けて指導の充実に向けて

　朝「おはようございます」と元気にあいさつを交わす子供たちの姿。休み時間は進んで校庭に出て、
力いっぱい体を動かして遊ぶ子供たちの姿。このような子供たちの活力に満ちた心身共に健康で元気
な姿はとてもいいものです。
　子供たちの健やかな心身の育成を図るために、運動を通じて体力を養うとともに、食育の推進を通
して望ましい食習慣など健康的な生活習慣を形成することが大切です。

　現在、子供の自制心や規範意識の希薄化、生活習慣の確立が不十分である
ことなど、子供たちの心と体の状況にかかわる課題は少なくありません。
　規則正しい生活習慣は自然と身に付く訳ではありません。子供の生涯にわたる健やかな心
身の育成に向けて、子供の発達段階を考慮し、学校の教育活動全体として取り組むことが必
要です。

健やかな心　「意欲的に生きる力」
　子供の時期に身に付けた基本的な生活習慣は生
涯にわたってあらゆる行為の基盤となります。生
活習慣の大切さを知り、自分の生活を見直すとと
もに自己への問いかけを深め、未来に夢や希望を
もてるようにすることが重要です。

健やかな体　「人間の活動の源」
　体力は、人間の活動の源であり、健康の維持のほか、
意欲や気力といった精神面の充実に大きくかかわって
おり「生きる力」の重要な要素とされます。
　日ごろから体を動かし、生涯にわたって積極的に運
動に親しむ習慣や意欲を育成することが重要です。

家庭との連携も欠
かせません。

生涯にわたって、自ら進んで運動に親しむ資質や能力を身に付け、心身
を鍛えることができるようにしましょう！
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研 　 修

～全国の子供たちとの比較から～

〈参考資料〉平成２１年度東京都児童・生徒の体力テスト調査報告書、小学校学習指導要領解説総則編・体育編・特別活動編 平成 20 年８月、中

体力向上に向け
　文部科学省が行っている「体力・運動能力調査」によると、子供の体力・運動能力は、昭和６０年ごろか
の体力低下がさらに深刻であることが分かります。このことは、時代の変化とともに体を動かす機会や時間
子供の遊び場と遊び仲間の減少など影響していることが考えられます。
　子供たちの体力を向上させるためには、基本的な生活習慣や運動習慣の定着が重要です。ここでは、学校

東京都の子供たちの現状東京都の子供たちの現状 運動習慣運動習慣の定着を図るために
体育及び保健体育の授業

　子供自身が、「以前よりもかぜなどの病気
にくくなった」、「疲れると感じることが少
た」など、健康の増進や体力向上について
るよう指導することが大切です。
　それは、子供たちの主体的な体力向上の
ながります。

指導のポイント

◇　体力向上に対する意欲をもてるようにし
　・ 　「体つくり運動」における様々な体の
動きを培うことに重点を置く。

　・ 　体力向上や、技能の向上を視覚的に
ことのできる学習カード等を工夫する。

◇ 　発達の段階に応じ、健康と運動のかか
いての認識をもてるようにしましょう
　・ 　保健領域・保健分野の学習において、
計画的に指導する。

　　（小学校中学年）１日の生活の仕方との
　　（小学校高学年）病気の予防とのかかわ
　　（中学校）生活行動・生活習慣とのかか
　・ 　特に、小学校低学年では運動を通して
ぱい動く運動は体をじょうぶにし、健
ことなどについて指導する。

体力向上に向けて、
「一校一取組」「一学級一実践」を！

★「一校一取組」運動実践事例★
・「なわ跳びチャンピオン大会」　・「玉川上水を歩く会」
・「部活動駅伝大会」 など
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研 　 修

学校学習指導要領解説総則編・保健体育編・特別活動編 平成 20 年９月、平成２１年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書 文部科学省

けた指導の充実
から現在まで低下傾向が続いています。 また、全国と東京都とを比較した次のグラフから、東京都の子供
間の減少、生活が便利になり、社会全体が体を動かさなくとも済むライフスタイルになってきていること、

校教育において運動習慣の定着に向けた指導のポイントについて紹介します。

東京都の子供たちの現状 慣の定着を図るために運動習慣の定着を図るために 学校の教育活動全体を通して、
意図的・計画的な取組を！！

気にかかり
少なくなっ
て実感でき

の取組につ

しましょう
の基本的な

にとらえる
。
かわりにつ

意図的・

のかかわり
わり
かわり
て、力いっ
健康によい

特別活動

　体育的な集団活動を通じて、
心身ともに健全な生活の実践
に必要な習慣や態度
を育成することが大
切です。

指導のポイント

◇ 　運動に親しみ、楽しさを
味わえるようにしましょう

　・ 　全校による長なわ大会、
体を動かすゲーム集会、
球技大会など、児童・生
徒が集団で運動に親しみ、
楽しさを味わえる活動を
工夫する。

　・ 　各種の競技会などでは、
いたずらに勝負にこだわ
ることのないよう指導す
る。

　・ 　児童会・生徒会などの
組織を生かした運営がで
きるようにする。

休み時間等

　休み時間等に全員が運動や
スポーツをする時間等を設定
している学校は、体力テスト
の体力合計点で高い値を示し
ています。

指導のポイント

◇ 　自主的に運動する取組を
工夫しましょう
　・ 　学級や異年齢集団全員
で運動する「クラス遊び」、
「縦割り班遊び」など意図
的に計画する。

　・ 　「ジョギングタイム」、「な
わ跳びタイム」など全校
での取組を、年間を通し
て計画的に実施する。

　・ 　運動用具の整備、子供
がすぐに取り組める運動
を例示した掲示板等の工
夫など、進んで運動でき
るような環境を整える。

部活動等

　生涯にわたって運動に親し
むことができるように、少な
くとも一つの運動を選
び、継続して取り組める
ようにすることが大切
です。

指導のポイント

◇ 　自発的に運動に取り組め

るようにしましょう

　・ 　異学年仲間と協力しな
がら、自己の興味・関心
を深く追求していく楽し
さや成功したときの満足
感が、新たな活動への動
機付けとなるようにする。

　・ 　児童・生徒の能力や特
性などを考慮し、自発的、
自主的な活動が
適正に展開され
るようにする。
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研 　 修

〈授業力向上シリーズ１〉

共通理解 
 役割分担 
  連絡調整 

○学習指導案検討、研究授業の実施 
○学校園の管理、栽培体験学習の立案 
○「まんぷく・たいらげ調査」（残菜調査）

の実施
○食育に関する掲示物の作成・掲示

そ
の国独自の料理や食習慣、
衣服や住居、行事等につい
て調べ、

栄養教諭は、児童の興味･関心
を喚起し、様々な国の料理につ
いて文化的事項等の事柄を適切
にアドバイスする。

教科のねらい
と食育の視点と
の関連性 

専門性を生か
した講話や資
料の提示

食　育　の
　近年、食生活を取り巻く社会環境の変化に伴い、子供たちに、偏った栄養摂取、不規則な食事などの食生
ています。このため、学校教育における食育の必要性が高まってきています。食育を推進するためには、各
や給食指導を一層充実させることなどを日常的に行っていくことが大切です。ここでは、食育を充実するた

日常的に食育を充実

教職員の共通理解
・ 学校の教育活動全体の中で、計画的・体系
的な食育を推進する。

・ 学校全体の食育の目標や具体的な取組に関
する共通理解を図る。

・ 食育リーダーや栄養教諭、栄養士の役割に
関する共通理解を図る。

各教科等の関連を
図った指導

・ 各教科等のねらいや単元、教材と食育の関
連性の明確化を図る。
・ 単元の指導計画や学習指導案等に「食育の
視点」を位置付ける。

《小学校第６学年・社会科》
○単元名
「我が国と関係の深い国々のくらし」
○食育の視点（「食に関する指導の目標」と
の関連から）
・ 正しい知識や情報に基づいて、食物の品質
及び安全性等について自ら判断できる能力
を身に付ける。
・ 食事のマナーや食事を通じた人間関係形成
能力を身に付ける。
・ 各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史
等を理解し、尊重する心をもつ。
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研 　 修

〈参考資料〉「食に関する指導の手引き」平成 19 年 3 月　文部科学省　　〈取材協力〉日野市教育委員会　武蔵村山市立第七小学校

 
①えんぴつを 
持つように 

②もう１本のはしを
親指のつけ根と薬
指の先ではさむ。

③上のはしを動かし
て、下のはしは動か
さない。 

の　充　実
生活の乱れ、肥満や過度の痩身などが見られます。さらに、生活習慣病の増加と食生活との関係も指摘され
各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間等、学校の教育活動全体を通じて食に関する指導を行うこと
ためのポイントとその具体的な事例を紹介します。

するためのポイント

給食指導の活用
・ 望ましい食習慣を定着させるとともに、基
本的な食に関する実践力を育成する。

・ 地域の文化や伝統に対する理解と関心を深
めさせることを目指した地場産物や地域の
郷土食・行事食等を効果的に活用する。

給食の時間の確保、身支度や手洗い等の徹底
□直前の授業を時間内に終わらせる。
□食べ終わり、片付けの見通しをもたせる。
□絵や写真で良い例を示す。

食材や携わった方への感謝
□ 献立のポイントや調理師・栄養士等のメッ
セージを紹介する。

□ 「いただきます」「ごちそう
さま」の意味を知らせ、感
謝の気持ちをもたせる。

食事のマナーやエチケットの指導
□ 気持ちよく食事するためのマナーを知らせ
る。

（好き嫌いをしない、口に食べ物をいれたまま話さない等）
□ 座席の配置を工夫する等、楽しい雰囲気づく
りに配慮する。

□ 食器を丁寧に扱うことや正しい使い方につい
て指導する。

毎月の献立表に、
地元でとれた野
菜や果物を取り
上げ紹介します。

家庭・地域への
効果的な啓発

・ 児童・生徒の食生活の状況や基本的な生活
習慣の課題等についての共通理解を図る。
・ 食育に関する情報提供等を行うことを通し
て家庭との連携と家庭での食育を推進す
る。

○学校ホームページや給食だより、献立等を

　活用した情報提供

○保護者会等での、食育と生活習慣に関する

　情報交換

○給食試食会での栄養士による講話

○地元農家との連携（地元野菜の供給システム）

○食育かるたの作成と配布

授業参観でも
紹介しました！

んーうまい
目がよく

なるよ
ブルーベリー

なつやさい
体を冷やす

効果あり
みんなで

たべると
おいしいな
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規則正しい生活は１日の見通しをもつことから！ 

授業と休み時間は気持ちを切り替えて！ 

1 日を振り返り、明日の学校生活への意欲を！ 

当番活動等では、友達同士の声掛け・協力を大切に！

今日は楽し
かったね。 
また、明日！

おはよう！ 
今日は○○の

勉強があるね。 

掃除の終わり
まで、残り 5 分
だ！最後の仕上
げに入ろう。 
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平成 22年度　多摩地区における国・東京都の研究指定校等一覧

　平成22年度多摩地区における国・東京都の研究指定校等を一覧にしました。各校の研究内容や成果を校内
研究や研修に御活用ください。
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所報「たまじむ」第２号予告　特集：指導と評価の一体化
授業力向上シリーズ②：「学習意欲」の向上を目指す教育活動の展開（多摩推の中間報告）

健全育成シリーズ②：児童理解・生徒理解を深めるために　他

次号
予告

発行／東京都多摩教育事務所 印刷／㈱共同印刷所登録番号（22）１

古紙配合率70％再生紙を使用しています
石油系溶剤を含まないインキを使用しています

情 　 報

平成22年度　東京都多摩教育事務所の主な事業紹介

多摩地区教育推進委員会（多摩推）

【主題】
学力の重要な要素「学習意欲」の向上を目指す教育活動の展開
　　　―児童・生徒の学習意欲を高めるために―

　学力の重要な要素である児童・生徒の「学習意欲」向上のための、学校における教育活動の
在り方について、小・中学校における実践事例を通して検証した内容を、報告会で提言します。
〔報告会〕
　　日時　平成23年２月10日(木)14:00 ～ 16:30
　　会場　東京都多摩教育センター　ホール
〔分科会〕
　　・授業改善小学校部会　　　　　・授業改善中学校部会
　　・学習習慣小学校部会　　　　　・学習習慣中学校部会

　多摩推の研究成果について、校内研修会で
指導・助言を行っています。

　昨年度は右記の内容で、「活用型の学習」の積極的な設
定などを行ってきました。「報告内容の話をしてほしい」
ということがありましたら多摩教育事務所へ御連絡くだ
さい。都教委訪問（随時）として伺います。

＜平成21年度　多摩推の内容＞
探究活動に生きる知識・技能を

活用した授業の在り方
－教えて考えさせ、

深めさせる指導を通して－

東京都多摩教育事務所　指導課
職　　名 氏　　名 校種 担　　当

指導課長 小林　幹夫 小 教育課題、学校経営、道徳
主任指導主事 肝付　俊朗 中 教育課題、学校経営、社会
統括指導主事 児玉　大祐 小 教育課題、学校経営、社会
指導主事 西川さやか 小 国語、生活、外国語活動
指導主事 今宮　直樹 小 音楽、道徳、特別支援教育
指導主事 伊東　悌夫 小 社会、図工・美術、技術・家庭、特別活動
指導主事 山室　誠也 小 社会
指導主事（併任） 椿田　克之 小 道徳
指導主事（併任） 川元　泰史 中 理科、数学
指導主事（併任） 拝原　茂行 小 体育、保健体育
学校経営指導担当 中村　佳美 小 算数
学校経営指導担当 村井　　恒 小 算数、数学
授業力アドバイザー 木村　　勉 小

◎「総合的な学習の時間」は、全員で担当します。


